



約 70 名から 100 名 ( 心中事件を含む ) の高水準


















2015 年度には全国で 10 万件を超えている。こ
れらの児童虐待事案では、虐待の行為者・加害者

























　2012 年度から 4 年間の、Ａ県Ｂ町における「児
童虐待防止対策緊急強化事業」による保育所巡回
相談を通して把握された事例を通して検討する。
　Ｂ町は第一次産業人口が 11% で ( 全国平均
4%= 共に 2010 国勢調査、以下同 )、第二次産





全国平均 (10%) の 2 倍を超えており、3 割を超え
る 65 歳以上の高齢人口が子育てを支えている。
　町内には公立・私立の認可保育所が 5 施設 ( 合



















　  内容の聞き取り ( 約 15 分 )
② 保育場面行動観察と保育士の支援内容把握
　  ( 約 30 分 )
③ 筆者自身による①②の把握内容に基づく保
　  育場面介入 ( 約 60 分 )
④ 介入結果に基づく保育士助言 ( 約 15 分 )
⑤ 後日の経過確認 ( 電話・訪問 )
の手順で実施した．
　4 年間の延べ相談事例は 87 例となっており、
これらの事例について巡回相談記録 ( 業務日誌 )
















































































































































































支援助言 = 当面の数日間、特定の保育士が 1
　　　　　対 1 で「Ｃ君の一人遊びを共有」す
　　　　　る機会を作り、共生感覚と感覚運動
　　　　　的知能段階 (0 ～ 2 歳 ) の遊びの共
　　　　　有を通して愛着形成支援 ( 愛着欲求
　　　　　表現機会の提示と受容 ) を行う。
支援結果 = 初回 60 分担任保育士が「一人遊び
　　　　　共有」した直後に園内で大小便共に
　　　　　排泄あり、同時に他害行為が激減し
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表１）巡回相談事例数および主訴傾向と割合
児童年齢 事例数 ことば 多　動 拘　り 友人トラブル パニック 他　害
全数 87 11 45 46 52 26 38
％ 100 13 52 ❸ 53 ❷ 60 ❶ 29 44
０～２歳 23 5 7 13 8 8 6
％ 27 22 30 56 ❶ 35 ❷ 31 ❸ 26
３～４歳 35 2 17 20 21 12 14
％ 40 6 49 ❸ 57 ❷ 60 ❶ 34 40
５～６歳 29 1 21 13 23 6 18
％ 33 14 72 ❷ 45 79 ❶ 21 62 ❸
※〇数字は主訴順位
－ 62－
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